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〈イベント報告〉 

オンライン勉強会 第 5 回 

柏木純子会員 

「演劇の“ジャポニスム”を考える」 

2022 年 7 月 28 日(木) Zoom 配信 

 

柏木 純子 

 

 

ジャポニスムの代表作といえばオペラ『蝶々夫人』（1904）だろう。この作品はミラノ、スカラ座で誕

生したが、今日にまで続くリブレットと楽譜は、初演から 2 年後の 1906 年にパリ、オペラ・コミック座

で完成した。パリ公演における改訂に際し、作曲家ジャコモ・プッチーニは、劇場支配人であり演出を担

当したアルベール・カレの指示に応え、歌詞に大幅な変更・削除を加えた。言葉によって多くを説明せず、

立ち位置や行為、大道具や衣装といった視覚的表現に重きを置いて演出することによって、長崎に生きる

一人の女性を自然主義的に表現しようとしたとされる。アルベール・カレ演出の『蝶々夫人』については

ミケラ・ニコライの著書（2013）1に詳しく、それを参考に修士論文（2019）2を執筆した。また、森佳子

もニコライの研究を軸にした論考を『演劇と音楽』(2020)3に寄せている。 

 私の現在の関心は、『蝶々夫人』が上演される以前のフランス演劇において、日本がどのように舞台上

に表現されたのかということにある。その変遷を知ることで、『蝶々夫人』の成立のみならず、同時期に

欧米で注目を浴びた川上貞奴や花子のパフォーマンス、イェイツやクローデルの能楽研究など、舞台芸術

におけるジャポニスムについて新たな視点を提示できるのではないかと期待している。しかしながら、博

士研究を進める中で、ジャポニスムとは何かという根本的な問題に頭を悩ませている。本勉強会では、研

究内容を紹介しながら、演劇におけるジャポニスムをいかに定義できるかについて述べた。また、コロナ

禍における国内調査で出会った『蝶々夫人』のフランス初演に関する新資料を紹介しながら、演出の分析

方法について意見を交わした。 

 

I. 舞台芸術における“ジャポニスム”の枠組み 

 
1 NICCOLAI Michela, Giacomo Puccini et Albert Carré: « Madame Btterfly » à Paris, Turnhout, Brepols, 2013.   

2 柏木純子、修士論文「舞台衣裳におけるジャポニスム—オペラ「蝶々夫人」上演台本改訂に伴う衣裳表現の変化」日

本大学大学院芸術学研究科、2019。 

3 森佳子「オペラ『蝶々夫人』パリ版再考―演出台本から見えるもの」『演劇と音楽』東京、森話社、2020、pp. 119-

142。 
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 ジャポニスムという言葉は 1872 年初出4のフランス語で「日本趣味」と邦訳される。戦後、印象派絵画

研究の中で再発見され、「19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、西洋美術が日本美術の影響を受けて創

作を行った態度」5を指す美術史の専門用語として使用され始めた。その後、ジュヌヴィエーヴ・ラカン

ブルによる論考（1980）6の影響を受け、他の西洋の芸術分野における日本文化研究へ広がり、展覧会や

商業的な利用によって一般にも知られるようになった。現在では日本に関連するあらゆる主義や思想を包

括していると言える。こうした現状を踏まえて、2022 年、春、ジャポニスム学会は『ジャポニスムを考

える：日本文化表象をめぐる他者と自己』と題した論集7を出版した。その序文には「本書のメインテー

マは『ジャポニスムとは何か』ではなく、『ジャポニスム研究』とは何かを考え（…）迂回的ながらもジ

ャポニスムをどうとらえるのかという問題に戻っていく」8と記されいる。どのような現象、思想、作品

をジャポニスムとするのか。その再定義の必要性が訴えられている。 

では、演劇におけるジャポニスムをどのように語ることができるだろうか。これまで西洋演劇における

日本文化の受容については様々に論じられてきたが、まとまったものは少ない。多く手に取られている書

籍として、2017 年に出版された馬渕明子『舞台の上のジャポニスム』9と神山彰編『演劇のジャポニスム』

10が挙げられる。前者は美術と同様に 19 世紀後半から 20 世紀初頭における日本文化受容を取り上げ、後

者は演劇におけるジャポニスムは美術よりも遅れて発展したとし、主に 1900 年から 30 年代までを主に

取り上げている。両者共にジャポニスムを広義にとらえ「日本文化が西洋の芸術に与えた影響」としてい

るが、演劇のジャポニスムという枠組みの設定についてはずれが生じている。 

西洋演劇における日本文化の受容を振り返えると、これらの著書に取り上げられる以上に様々な創作が

認められる。日本を題材にした劇作品の創作は 17 世紀より始まり、1630 年代から 1810 年代にかけてイ

エズス会がザビエルの布教活動やキリシタン大名をオペラや芝居にし、繰り返し上演した11。19 世紀後半

には日本の品物を題材にした作品が上演されるようになり、世紀末にかけて物から人、思想へと関心が移

行した12。そして 1900 年のパリ万博を期に日本人の身体性へ注目が集まり、日本の芸能のドラマツルギ

ーやパフォーマンスの研究へと発展13。戦後、西洋と日本の演劇人の交流が深まり、直接指導を受け習得

した技能を作品へと応用するに至る。 

 
4 BURTY Philippe « japonisme » I-VI, La Renaissance littéraire et artistique, 18-5-1872, pp. 25-26. 

5 「ジャポニスム」馬渕明子(監訳)『ブリタニカ国際百科事典』8、ギブニー、フランク・B(編集)、東 京、TBS ブリタ

ニカ、1995、pp. 662-664。  

«japonisme», Dictionnaire culturel en langue française, Alain Rey (sous la direction de), Paris, Dictionnaires le Robert 

(2005), p. 2150. 

6 LACAMBRE Geneviève « Les milieux japonisants à Paris, 1860-1880 », Japonisme in Art, an International Symposium, 

1980, p. 43. 

7 『ジャポニスムを考える:日本文化表象をめぐる他者と自己』ジャポニスム学会編、思文閣出版、2022。 

8 同上、p. 13。 

9 馬渕明子『舞台の上のジャポニスム—演じられた幻想の〈日本女性〉』東京、NHK 出版、2017。 

10 『演劇のジャポニスム』神山彰編、東京、森話社、2017。 

11 古瀬徳雄「ジャポニスムの諸相」--日本を題材としたイエズス会劇を中心に」『関西福祉大学研究紀要』 2000 p. 189-

219。 

12 馬渕明子（2017）。 

13 神山彰編（2017）。 
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ジャポニスムを広義にとらえた場合、以上のように 17 世紀から現代に至るまでのあらゆる事例が当て

はまることになる。しかし、先に挙げた著書はいずれも作品を限定しており、その枠組みの設定を理解し

検討する必要がある。 

 

II. 19 世紀末から 20 世紀初頭の日本文化受容（日仏修好通商条約−第一次世界大戦） 

 『舞台の上のジャポニスム』は修好通商条約締結（1858）に伴う流通の活性を起点に、1871 年にアテ

ネ座で上演された『緑龍の尼寺』から、1898 年に同劇場で上演された『芸者』までの 14 作品、また

1900 年以降の川上一座や花子を取り上げ、各作品の概要を紹介している。イエズス会による日本物の創

作、上演は主にドイツ語圏で行われていることから、フランスを中心とするジャポニスムの起点を日仏通

商条約締結とするのは適当であるように思う。ただ、条約の締結前の 5 月に上演された『日本の黄金虫』

(1858)や、ジョルジュ・サンド作『日本の百合』（1866）を馬渕は取り上げられていない。西洋の俳優が

日本人に扮する作品をジャポニスム演劇として選出しているようだ。 

そしてジャポニスムの終焉について馬渕は、1900 年以降に日本人が現地で活躍し、日清・日露戦争の

勝利によって、日本に対する幻想が壊され、舞台芸術におけるジャポニスムも美術と同様に衰退に向かっ

たとしている。しかしながら、『演劇のジャポニスム』で言及されているように、日本に対するイメージ

の変化があったとしても、西洋の演劇人による日本を題材とする物語の創作は続く。『蝶々夫人』はもち

ろんのこと、『颱風』（独 1909：仏 1911）や『日本の名誉』（1912）などが挙げられ、黄禍論もまた日本

に対する幻想を一部孕んでおり、日本に対する社会的なイメージの変化と作品創作変化について考察する

必要がある。 

 博士研究では、演劇におけるジャポニスムの一区切りを、日仏修好通商条約から第一次世界大戦までと

設定し、その間に創作された日本を題材とする舞台作品を再調査することとした。とりわけ、オデオン座

が定期的に日本物の上演を行なっていることに注目している。この劇場では、支配人交代に伴って 1 作ず

つ日本物が創作されており、保管されている資料も多い。 

最初の上演は、フェリックス・デュクネルが支配人を務めた際に上演した『美しいサイナラ』(1876)だ。

上演資料収集が不十分であるので分析が停滞しており、今回の勉強会では詳細を述べることができなかっ

たが、1874 年 9 月、コメディ・フランセーズにより再演されていることから、批評などを収集し分析を

行う予定である。 

次作の『微笑みを売る女』(1888)はポール・ポレルの時代に上演された。ポレルは『美しいサイナラ』

の出演者でもあり、支配人となってからは自ら演出を務めていた。台本はオリエンタリストのジュディッ

ト・ゴチエが担当し、豪商の妾となった元芸者の悲劇を描いている。この作品については、メロドラマと

いう劇形式が賛否を分けることになった。 観客のエキゾチスムな感性を刺激することができた一方で、

西洋人に馴染みのある感情表現が行われることに疑問が起こった。この作品以降、パリでは『お菊さん』

のオペレッタが上演されるが、その際には日本物の「真実性」が議論されるようになる。14 

ポール・ジニスティのもとで上演された『閉ざされた瞳』（1896）は、日本に対するエキゾチスムな眼

差しへの風刺が含まれる。原作者のフェリックス・レガメは、エミール・ギメと共に日本に赴き、取材を

 
14 柏木純子「メロドラマ『微笑みを売る女』に見る革新」『演劇学論叢』20 号、2021。 
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した人物だ。東京近郊で目の当たりにした「芸術的思想と産業の推進におけるより激しい対立」をコメデ

ィア・デ・ラルテに当てはめた。しかしながら、これを翻案した詩人のミシェル・カレと演出を務めたジ

ニスティはレガメの思想を理解できず、ロマンチックな作品として消費される結果となった。15 

そしてアンドレ・アントワーヌの演出による『日本の名誉』（1912）が上演される。本作品は『仮名手

本忠臣蔵』の翻案である。アントワーヌは俳優に対し版画を参照するよう求めていたというが、舞台写真

の構図と広重の浮世絵版画が似通っていることから、浮世絵の影響を多分に受けていたことが考えられる。

これまで華やかな舞台美術こそ、エキゾチスムを助長する存在とみなされていた。しかし、当時の歌舞伎

研究の中で日本の劇作品における美術の重要性が提唱されており、舞台芸術の創作にも応用されていたと

いえる。16 

 これらの上演を比較すると、オデオン座の支配人の特色によって作品内容が大きく異なり、劇場のレパ

ートリーにおける日本物の位置付けも変化していることが分かってきた。また、劇作家、演出家の中には

入手しうる限りの資料を基に創作に努めた者もいる。この時期に舞台上で表現された日本の情景の全てを

「幻想」とまとめることはできず、他の芸術分野における日本文化研究よりも遅れをとっていたわけでは

ないようにも思える。引き続き調査、考察を続け、フランス演劇が日本文化とどのように出会い、融合し

ていったのかを明らかにし、その上でジャポニスムという枠組の設定を検討したい。 

 

III. フェリックス・レガメ「蝶々夫人衣装下絵」1906 

 最後に、国立西洋美術館が 2019 年に収蔵したフェリックス・レガメ〈「蝶々夫人」のための舞台衣装デ

ザイン〉を紹介した。これは、パリ初演に際し、オペラ・コミック座支配人アルベール・カレが、エミー

ル・ギメと共に日本研究に勤しんだフェリックス・レガメに依頼したもので、人物造形を考察するにあた

り重要な役割を占める。レガメはデザイン画の中で、オペラに要求される華麗さを備えながらも、日常生

活に近い和装を提案している。この衣装デザインは一般公開されておらず、論文等にも言及されていない

新資料であるため、詳細な記述は控えるが、デッサンやそこに記されるメモから、レガメが着物の構造や

着付けを理解していることが分かり、オペラの舞台衣装としての誇張や早替えも提案されている。レガメ

の日本研究が『蝶々夫人』の自然主義オペラとしての成功に貢献したと言える重要な資料である。ミケ

ラ・ニコライによるカレの演出ノートの分析と、レガメのデッサンによって、パリ初演におけるキャラク

ター造形をより具体的に考察することが可能となる。17 

 

 本勉強会をきっかけとして、個別の作品研究だけでなく、「演劇におけるジャポニスム」とは何かとい

う大きな課題について整理することができた。また、ご参加いただいた方々から、多くの重要な視点を頂

戴し、今後の研究の糸口を掴むことができた。演出を分析するにあたり、視覚的な表現に関する資料をど

 
15 KSHIWAGI Junko « Looking at Japan Through Covered Eyes: Changes and Issues in the Stage Adaption of Felix 

Régamey’s Closed Eyes », 9th international Asian Theatre Studies conference, 2021-11-6. 

16 柏木純子、口頭発表「ジャポニスムの終焉—アンドレ・アントワーヌ演出『日本の名誉』」日本演劇学会全国大会、

2021-6- 27。 

17 柏木純子、口頭発表「舞台衣装に表現される夢の/現実の日本像―フェリックス・レガメ〈「蝶々夫人」のための舞台

衣装デザイン〉(1906)を中心に」、ジャポニスム学会関西例会 若手ラボとの共催による研究発表会、2022-12-17。 



  

65 

 

日仏演劇協会会報 復刊 11 号  

う扱うべきかに悩み、文章にすることが難しく口頭発表が続いているが、論文化に向けて前進できる勉強

会となった。 

 

開催いただいた日仏演劇協会実行委員の皆さま、ご参加いただいた方々に感謝申し上げます。 

 

 

 

【柏木純子（かしわぎ・じゅんこ）】 

1993 年、神戸生まれ。兵庫県立宝塚北高校演劇科非常勤講師、日本大学歯学部兼任講師、大阪大学大学

院博士後期課程。演劇を中心に制作から教育、研究まで様々に活動している。宝塚北高校演劇科で舞台芸

術に触れ、日本大学芸術学部演劇学科演技コースに進学、役づくりと衣裳の関係に興味を持ち研究の道に

足を踏み入れた。 

 

  


